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第２4 回友愛ウォークラリー 

（BVS・CS 部門） 

実施要綱 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                           作画：吉元幸輝 
 
 
 

 

実施日:２０２３年 2 月 ５日（日） 

主 催:一般財団法人日本ボーイスカウト沖縄県連盟 
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1. 目 的 
⾧距離ハイキングへの挑戦を通して、強い心と体をつくるとともにチャレンジ精神と、仲間に対する思いやり
の心を培うことを目的とする。 
 

2. 開催日 
2023 年 2 月 5 日 （日） 

 
3. 実施コース 

① BVS 部門:コース概要 （距離:約 10ｋｍ） 
浦添市のてだこ広場公園管理事務所前駐車場を出発及びゴールとする。（バイパスより
沖縄国際大学方面向け折り返しコース） 

※中間地点は宜野湾市の佐真下公園とする。 
 
② CS 部門 :コース概要 （距離:約 20ｋｍ） 

浦添市のてだこ広場公園管理事務所前駐車場を出発及びゴールとする。（バイパスより
宜野湾街道普天間満神宮寺折り返しコース） 

        ※中間地点は宜野湾市普天満山神宮寺（普天間宮となり） 
 
4. 集合場所  

① BVS 部門:浦添市てだこ広場公園管理事務所前駐車場 
  

② C S 部門:浦添市てだこ広場公園管理事務所前駐車場 
※てだこ広場 地図 

http://www.city.urasoe.lg.jp/docs/2014110102566/file_contents/s20130617145
005360_3.pdf 

 
 
 
 
5. スケージュール 

① BVS 部門  10:15 受付 
                10:45 開会式 

             11:00 スタート 
             15:00 ゴール（目標時間） 
 

② C S 部門  08:15 受付 
             08:45 開会式 
             09:00 スタート 
             15:00 ゴール（目標時間） 
 

6. 昼食場所 
① BVS 部門:宜野湾市佐真下公園。 

               軽い昼食をとってからスタートすることを奨励する 
      

② C S 部門:宜野湾市普天満山神宮寺 
            参加者は、弁当・水筒を持参昼食をとること。なお、一般参拝者に迷惑にならない 
            ように注意すること。 

7. ゴール 
  BVS 部門、CS 部門ともに浦添市てだこ広場公園管理事務所前駐車場 
  とする。  ※目標時間、15:00、最終締め切り時間 16:00。 
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8. 参加資格 
① 2022 年度登録済みスカウトとその保護者及び指導者。 
② 入隊希望者及びその保護者 

※スカウト保険のかかっていない入隊希望者及び保護者は各団の責任で必ず、傷害保険（スカ
ウト保険等）を掛けてください。 

    ③ BSA タイガースカウト及びカブスカウト隊 
9. 参加にあたって 

・ビーバー隊は、保護者と一緒に参加すること。 
・カブ隊は、組ごとに参加する。（スカウト 3～6 人） 
・カブ隊の組には、登録された指導者をい含め、2 名以上の引率者がつくこと。 
・引率者は団のネッカチーフを着用する。 
・カブ隊は組旗を携行する。 

   ・休息する場合は、安全な場所を確保する事。ガードレールに腰掛けない事。 
   ・基本的には、進行方向左側歩道を歩行する事とするが、安全を最優先とし、各隊の指導者に委ねる 
    事とする。また、主催者側の目安は、地図上に記載する。 
   ・別紙、指導上の留意点を熟読し、参加者全員が共通理解する。 
   ・コロナウイルス感染拡大防止対策を確実に実施しマスクの着用及び歩行中は他の団との距離を十分 
    にとること。 
 
10. 参加費 

1 人 300 円（完歩証、運営費、カンバッチ。） 
 
11. 服装 

スカウトは、制服、制帽とし、入隊希望者、保護者は軽装とする。 
   指導者は、制服、活動帽とする。 
 
12. 車両 

コースは、交通量の多い道路であり、車両による搬送や路上駐車は、絶対にしない。 
 
13．解散と帰宅方法 

   ゴールでの到着手続き後、隊毎の流れ解散とする。 
 
14．参加申し込み 

   所定の申し込み用紙により２０２３年１月１3 日 （金）までに、参加費を添えて県連事務局に申
し込むこと。 
 
15．指導上の留意点 

   別紙 1 のとおり 
 
16．運営組織図 

   別紙 2 のとおり 
 

17．今後の予定（案）  

   各隊のプログラム説明会  12 月 26 日 （ 月 ）１９:３０ 
                    Ｗｅｂ（zoom）にて予定 
 
                                  
   参加申し込み締め切り   ２０２３年 1 月１3 日 （金） 



 3

18．体験希望者について 
本大会は、以下の条件を満たす体験希望者の参加を歓迎します。 
体験希望者は、近くで活動しているボーイスカウトの団を通して申し込みをしてください。 
活動している団及び場所がわからない場合は、日本ボーイスカウト沖縄県連事務局へお問い合わせ 
ください。 
 
 
＜条件＞ 
 ・ビーバースカウト部門:小学校 1 年生から 2 年生 
 ・カブスカウト部門   :小学校 3 年生から小学校 5 年生 
 ・保護者が同伴できる事。 
・保険に加入する事 

 
 ＜日本ボーイスカウト沖縄県連盟＞ 
  TEL 098-943-2385   

FAX 098-943-2387 
               
 
 

 
19.ウォークラリー「ゆうあい募金」について 

   例年通り完歩できた喜びと、自己の健康に対する感謝をかたちにあらわす意味で「ゆうあい募金」を 
   お願いします。ぜひ、ポケットにコインを準備してください。 
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                                                        別紙１ 
 
指導上の留意点 
 ウォークラリーは、⾧時間にわたって、多数のスカウトが交通量の多い国道をコースとして歩行します。したがっ
て、特に慎重な注意を払って、参加準備をするとともに、スカウト及び、保護者、一般参加者にたいする詳細
な伝達をお願いします。 
 
基本的事項 
１． 本大会の意義と内容について、保護者に十分な説明をし理解と協力をえる。 
２． 参加スカウトの健康状態をチェックし、体調のよくないスカウトは、無理をさせず次の機会に挑戦する

ように指導する。特に、今年は新型コロナウイルス感染拡大予防により当日の体調管理を十分に実
施するようお願いします。 

３． 絶対に路上駐車はしないでください。 
送迎の車両はてだこ広場の駐車場を使用しますようお願いします。 

 
事前準備 
１． あらかじめコースの下見をし、歩行弛緩の配分、休息地を検討しておく。 
２． 体調を整えておくよう指導する。 
３． 引率者の指示に従えるように、日頃から指導しておく。 
４． 携行品をチェックリストにより確認し、すべてザック等につめて両手はいつもあけておくように指導する。 
５． 引率者は、「緊急事態」が発生した場合にとるべき最善の方法を考えておくこと。 

・カブ隊は組ごとに、ビーバー隊は隊毎に、簡単な救急品を準備する。 
・各隊の緊急時の連絡先（携帯番号）を主催者に連絡する。（申し込み用紙に記入） 

 
実施当日 
１． 集合完了後に、再度健康チェックを行う。 
２． スカウトがそろったら、受付を行う事。 

カブ隊は各組の代表者、ビーバー隊の代表者が次の要領で行う。 
（１） 参加者の確認 
（２） 参加バッチ、タイム記録カード、ゼッケンの受領 

・タイム記録カード、カブ隊は組⾧が、ビーバー隊は隊⾧が携行し記入する。 
・ゼッケンは最後尾のスカウトが着用する。（後方から確認できるように着用） 

３． 出発は、受け付けた順番でスタートする。（スタート係の指示に従う） 
４． 引率者は、常に人員を確認する。 
５． 歩行は、カブ隊は組旗を先頭にし、ペースの遅いスカウトに合わせる。 

★スカウトだけで歩行している場合は、パトロール担当が、全員合流するまで待機させることがありま
す。 

 ６．  緊急時には、周りの人や通行中の車両の協力を得て対処すると同時に大会本部へ連絡する。 
 ７．  万一、途中で棄権する場合は、大会本部へ連絡すること。 
 ８．  トイレは、コンビニやガソリンスタンド等で、丁寧にお願いしてから使用させてもらうこと。使用後は「あり

がとうございました」を忘れずに。 
 ９．  水筒の飲み物の補充は、できるだけ昼食場所でする。 
 １０．歩行中も、スカウト教育の場であり、交通マナーや公共場所の美化に気を配り、スマートネスに心が

けよう。 
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ゆうあいウォークラリーちゅういじこう 
 

ゆうあいウォークは、とても楽しいぼうけんです。 
つぎのことを、よくよんでじゅんびをすすめましょう。 

 
１． けんこうにちゅういして、からだのちょうしをととのえておきましょう。 
２． クツは、はきなれたクツをはきましょう。（くつぞこは、あつめのほうがよい） 
３． 足のつめは、２～３日前に切っておきましょう。 
４． ゆうあいウォークは、はやさのきょうそうではないので、れつをみだしたり、自分だけ先に行ったりせ

ずに、よわいものをたすけながら、みんながゴールまであるけるようがんばりましょう。 
５． リーダー、いんそつしゃのいうことを、よくきてこうどうしましょう。 
６． あせをかいたり、雨にぬれたりしたばあいは、タオルふいてきがえましょう。 
７． つかれがひどかったり、気ぶんがわるくなって、これ以上むりだとおもったら、リーダーやいんそつしゃ

にはなしましょう。 
８． せいふくでさんかしましょう。 
９． 下にかかれているじんびひんは、ぜんぶもってさんかしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
じゅんびするもの 

 
□ ジャンパーなどぼうかんぎ     □ タオル 
□ あまぐ（カッパ ポンチョ）      □ ハンカチ・ティッシュ 
□ きがえ（はだぎ、くつした）     □ トイレットペーパー 
□ べんとう                □ キズテープ 
□ すいとう                 □ おやつ 
□ ゆうあいぼきんのコイン 
□ 除菌タイプウェットティッシュ  □ マスク（予備） 

 
ひつようなものだけもち、できるだけ かるくする。 
 

           小いさめのリックに まとめてせおい りょうてはあける。 
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                                                 別紙２ 
 

第２４回友愛ウォーク 
実行委員会組織図 

 
 

大会長 伊敷 元秀 

実行委員長 吉川 進 

救護担当 参加理事 
     各団関係者 

県連盟コミッショナー 
  川端 登 

津久井 ルリコ

受付担当 
加賀 徹男 
下地 弘美

スタート・ゴール担当 
1.加賀 徹男 
2.吉元 幸輝 

パトロール担当 
1.金城 克也 
2.他理事 
3.他理事 
4.各団関係者 


